フォトモードで撮影する 

1フォトボタンを軽く押したまま画像を確認する（フォトメモ 
リー表示が出る）。 

2フォトボタンを強く押し込む（録画中は「フォト録画」が点 
減する）。 



ご注意 


• フォトモードに対応していないビデオカメラレコーダーもあ 
ります。 

•画像確認（フォトメモリー）ができない機種もあります。 

• 撮影スタンバイが5分以上続くと、自動的に電源が切れます 
撮影スタンバイに戻すには、スタンバイスイッチを一度 
「 LOCK 」 に戻してから 「 STANDBY 」 にします。 


撮影が終わったら 

三脚のスタンバイスイッチを必ず 「 LOCK 」 にします。 

ご使用にならないときは 

リモートプラグは、リモートプラグホルダーに差し込んでおいてください。 


各部のなまえ 



主な仕様 


積載カメラ質量 
パンニング角 
テイルティング角 
リモコン機能 


外形寸法 


5 kg 以下 
360度 

前傾90度、後傾70度 

スタンバイ/ロックスイッチ、スタート/ス 
トップボタン、ズームレバー（ワイド/テ 
レ）、フォトモードボタン（オン/オフ） 

全高 約1505 mm (開脚角度25度） 

縮長 開脚時約700 mm 、 

閉脚時約735 mm 
リモ_トコ _ ドの長さ約420 rnm 
パン八ンドルの長さ 約380 mm 


質量 約 3.3 kg 

脚段数 3段 

付属品 取扱説明書 （1 部)、保証書 （1 部)、キヤリング 

ケース （1 個） 

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。 


ASW 1 安全のために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、まちがつ 
た使いかたをすると、火災などにより人身事故になることがあり危険で 
す。事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 

•安全のための注意事項を守る 

•故障したら使わずに、お買い上げ店またはテクニカルイン 
フオメーシヨンセンターに修理を依頼する 


警告表示の意味 

取扱説明書では、次のような表示をしています。表示の内容をよく 
理解してから本文をお読みください。 


A 敬生| この表示の注意事項を守らないと、火災 • 感電など 
ハ3 a l により死亡や大けがなど人身事故の原因となります。 


△注意 


この表示の注意事項を守らないと、感電やその他の 
事故によりけがをしたり周辺の家財に損害を与えた 


りすることがあります。 



行為を指示する記号 


❶ 


△注意 


下記の注意事項を守らないと、け/^をす 
ることがあります。 


開脚してからビデオカメラやカメラを取り付ける A 

脚を閉じたまま取り付けると、転倒してカメラを破損したりけ 
がの原因となることがあります。 


積載カメラ質量を守る 

制限質量を超えると、三脚が倒れたりしてけがの原因となるこ 
とがあります。 


❶ 

強制 


脚の出し入れには充分注意をはらう 

指などをはさみ、思わぬけがをすることがあります。 




指挟み 


保証書とアフターサービス 

保証蚩 

• この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げの際、お 
受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保存してく 
ださい。 

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いときはまずチェックを 

この取扱説明書をもう一度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

お買い上げ店、またはテクニカルインフオメーシヨンセンターにご相談 
ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証書 
をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有償修理させてい 
ただぎます。 

ご相談になるときは次のことをお知らせください。 

• 型名： VCT -1170 RM 
• 故障の状態：できるだけ詳しく 
• お買い上げ年月日 


SONY. 3 - 061 - 695 - 03 ( 1 ) 


ビデオカメラ三脚 


取扱説明書 

お買い上げいただきありがとうございます。 

A 敬出|電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災や人身 
\ 事故になることがあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いか 
たを示しています。この取扱説明書をよくお読みのうえ、製品を安全にお使 
いください。お読みになったあとは、し〇でも見られるところに必ず保管し 
て < ださい。 


http :// www . sonv . co . jp / 


お問い合わせ 
窓口のご案内 


■テクニカルインフォメーションセンター 

ご使用上での不明な点や技術的なご質問のご相 
談、および修理受付の窓口です。 


製品の品質には万全を期しておりますが、万一不具 
合が生じた場合は、「テクニカルインフオメーシヨ 
ンセンター」までご連絡ください。 

修理に関するご案内をさせていただきます。また修 
理が必要な場合は' お客様のお宅まで指定宅配便に 
て集荷にうかがいますので、まずお電話ください。 


電話のおかけ間籲ナビダイヤル • • • SS 0570-00-0066 
違いにご注意く （全国どこからでも市内通話料でご利用いただけ 

ださい。 ます） 

•携帯電話 • PHS でのご利用は ••• 
0466-38-0253 

(ナビダイヤ)レが使用できない場合はこちらをご 
利用ください） 

受付時間：月〜金曜日午前9時〜午後8時 

土、日曜日、祝日午前9時〜午後5時 


お電話される際に、本機の型名 （ VCT -1170 RM ) 
をお知らせください。より迅速な対応が可能になり 
ます。 


ソニー株式会社亍 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 


この説明窗才、古紙70%以上の再生紙を使用しています。 


VCT- 1170RM 

© 2000 Sony Corporation Printed in Japan 


特長 


この三脚はビデオカメラレコーダーなどにお使いいただけます。 

• パンハンドルのリモコンで、ソニーのビデオカメラレコーダーの操作(ス 
タンバイ/ロック、スタート/ストップ、ズーム、フォトモードの撮影） 
ができます。またパン八ンドルのリモコンを順手での使用のほか状況に応 
じて逆手での使用も可能です。 

• ボールレべラー方式ですので、正確な水平出しがすばやくできます。 

• 油圧式パン八ンドルですので、パン/ティルトを滑らかに行えます。 

• カウンターバランス機構を内蔵していますので、転倒しにくくなつてい 
よ9 〇 



純正マーク 


この純正マークは、ソニー（株）のビデオ機器関連商品が 
純正製品であることを表わすマークです。 

ソニー （株）のビデオ機器をお求めの際は、純正 マー クも 
しくは ソニー □ゴタイプが表示されているビデオ機器関連 
商品をご購入されることをおすすめします。 


使用上のご注意 

U モコンについて 

撮影が終わったら、必ずスタンバイスイッチを 「 LOCK 」 にしてください。 
「 STANDBY 」 にしておくと、ビデオカメラレコーダーのバッテリーが消耗し 
よ9 〇 


ビデカメラレコーダーを取りはずすには 

必ず、ビデオカメラレコーダーを持ってはずしてくださし)。クイックシュー 
固定レバーをゆるめると、クイックシューが自動的に三脚からはずれ、ビデ 
才カメラレコーダーが落下する恐れがあります。 

持ち運びについて 

使い終わったら、①ビデオカメラレコーダーをはずし、②脚を収納し、③ 
パン八ンドルの操作部を外側に向けてたたんでください。 

ビデオカメラレコーダーを取り付けたままで、持ち歩かないでください。 

お手入れについて 

• 汚れたら、やわらかい布に中性洗剤溶液を含ませてふいてから、乾いた布 
でからぶきして < ださい。 

• 海岸など、潮風の当たる所で使用した後は、乾いた布でよくふいてください。 























































































































三脚を立てる 

1脚ホルダーをはずす。 



2脚を広げ、ステーを押し下げる。_ 

3脚ロックレノ（一を矢印の方向に起こしてロックを解除する。 
4脚を希望の長さに調節する。 

5脚ロックレバーを矢印の方向に戻して固定する。 



カメラを取り付ける 

バッテリーやカセットは、ビデオカメラレコーダーを三脚に取り付ける 
前にセツトしておいてください。 


3クイックシューを元の位置に差し込んで、カチッと音がす 
るまで押し下げる。 

押し下げたあと、念のためクイックシュー固定レバーを右 
側に押してください。 


② 



4水平の調整をする 

① ポールレベルロックノブをゆるめる。 

② 水準器の中の気泡が赤い円の中に入るように、雲台の角度を調整 
する。 

③ ボールレベルロックノブを締める。 



1クィックシュー固定レバーを左側に回し、クィックシュー 
をはずす。 


i V ンニンク/テイルテイング 

パン八ンドルの位置を調節する 



まずパン八ンドルを順手で使用するか、逆手で使用するかを決めます。 


パン八ンドルを逆手で使用するには 

① パン八ンドルロックツマミをゆるめる。 

② パン八ンドルを逆手で使用できる位置にする。 

③ パンハンドルロックツマミを締める。 

順手で使用する場合 逆手で使用する場合 



上下方向の位置調整 

① パン八ンドルロックツマミをゆるめる。 

② 使いやすい位置にする。 

③ パン八ンドルロックツマミを締める。 

順手で使用する場合 逆手で使用する場合 




左右方向の位置調整 

④ パン八ンドルロックツマミをゆるめる。 

⑤ 使いやすい位置にする。 

® パン八ンドルロックツマミを締める。 

順手で使用する場合 逆手で使用する場合 



パンニング 

カメラを水平方向に360°回転させて撮影することができます。 

バンストッパーをゆるめ、パン八ンドルを左右方向の希望の位置に動か 
し、パンストッパーを締めます。 

テイルテイング 

カメラを上下に動かして撮影することができます。 

テイルトストッパーをゆるめ、パン八ンドルを上下方向の希望の位置に 
動かし、テイルトストッパーを締めます。 



ご注意 


バンストッパーやテイルトストッパーをトルクの重さ調整には絶対に使 
用しないでください。故障の原因となります。確実にストッパーをゆる 
めてから、パンニング、テイルテイングをしてください。 


II モコンで操作する 

お手持ちのビデオカメラレコーダーの取扱説明書もあわせてお読みくだ 
さい。 

あらかじめビデオカメラレコーダーの電源スイッチを「カメラ」 
にしておきます。 


1 U モー トプラグをビデオカメラ レコーダーの リ モー ト C 端 
子に接続する。 



2パンハンドル前面のスタンバイスイッチを 「 STANDBY 」 
にする。 

「カチッ」と音がするまでスイッチをスライドさせて下さい。 



スタンバイスイッチ 


3フロント/リア切り換えスイッチで使用したいリモコンを 
選択する。 

FRONT (フロント） ：前面のリモコンが使用できます。（順手で使用 
する場合） 

REAR (リア）： 底面と後面のリモコンが使用できます。（逆手で使 
用する場合 



フロント/リア 
切り換えスイッチ 


4スタート/ストップポタンを押す。 

撮影が始まります。 



スタート/ 

ストップポタン 



底面 


撮影を止めるときは 

スタート/ストップボタンを押す。 

スタンバイ状態になります。 

ズームする 

ズームレバー をスライドす る。 

• T 側（望遠）：被写体が大きく写る。 

• W 側（広角）：被写体が小さく写る。 

お手持ちのビデオカメラ レコーダーの 機種によっては、 ズームレバーを 
T (望遠）側や W (広角）側にさらに動かすと速くズーミングします。 



前面 


底面 


裏へつづく 





































































































































